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名張市立病院だより

検索名張市立病院

　4月から初期研修医として勤務して
いる辻本佳世です。出身は名張市で、
平成 31 年 3月に三重大学を卒業しま
した。生まれ育ったまちで、夢だった
医師としてのスタートを切ることがで
き、とてもうれしく思っております。
　研修が始まってまだ日は浅いです
が、少しでも早く一人前の医師になっ
て、名張市の医療に貢献できるよう、
努力を重ねてまいります。よろしくお
願いします。
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　4月から初期研修医として勤務して
いる山口高史です。出身は埼玉県で、
今年３月に三重大学を卒業しました。
　大学６年間を三重県で過ごす中で、
三重県の住みやすさ、食べ物のおいし
さ、そして人々の温かさに感動し、卒
業後も三重県に残ることにしました。
　名張市立病院での研修が始まり、非
常に充実した研修生活を送っています。
微力ながら名張市の医療に貢献できる
よう日々精進していきます。

研修医　山
や ま ぐ ち

口 高
た か し

史
　7月から総合診療科に着任した行俊
浩平です。三重大学卒業後、津生協病
院、三重県立一志病院、三重大学病院
などで勤務しておりました。
　名張市での勤務は初めてで、少しず
つ慣れていければと思います。子ども
から大人まで、予防から疾患治療まで、
皆様のニーズに合わせてお役に立てる
ように頑張っていきたいと思います。
お困りごとなどあれば気軽にご相談く
ださい。
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　今年のサマーキャンプは全国から集まった医学生、研
修医、県内医療機関の勤務医など 15人が参加。地域医
療や在宅医療に関する講演の他、チーム医療の現場での
意思疎通やコミュニケーションのスキルや医療に関する
情報を蓄積するウェブサービスの効率的な使い方などを
学びました。
　また、参加者の皆さんに名張のことや地域の課題などを知っ
てもらうため、4つのグループに分かれて市内の各地域の皆さ
んと交流しました。参加した医師や医学生の皆さんからは、
「地域の取組や課題について理解が深まった。病院の中
だけでは分からないことがあると感じた。」
「医師以外の多職種や地域の方々と交流できる素晴らし
い企画だと思うので、今後も長く続けて欲しい。」
「都会でも地域（田舎）でも、病院の規模に関係なく医療
は同じだということを感じた。」などの感想がありました。
　サマーキャンプに参加した医師や医学生の皆さんには
今後、名張の地域医療に何らかの形で携わっていただけ
ることを願っています。

　隠サマーキャンプとは、若手医師や医学生などに地域の皆さんとの交流を
通じて、名張について知っていただきながら、地域医療について学ぶための
取組です。今年は、7 月 12 日から 14 日までの 3 日間に実施しました。

第 7回

隠隠
な ば りな ば り

サマーキャンプサマーキャンプ

赤目四十八滝キャンプ場では運営者から施設の概
要や運営に関する課題などの話を伺いました。

赤目地域で高齢者の日常生活の困りごとを助ける有償ボ
ランティアに参加。高齢化による地域の課題を学んだ。

看護師を目指す 2人はなばりひやわんこども園を
訪問。子どもと触れ合いながら話を伺いました。

百合が丘市民センターでは、地域や医療への悩みなど皆
さんの生の声を聞くため、将棋を指しながら意見交換。

「地域を知る」
「地域を知る」「患者さんの声を聴く」

「患者さんの声を聴く」
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鈴木

中村 中村

第1診
第2診
第3診
第4診
第5診

第1診
第2診
第3診

第2診
第1診

●森脇
●篠原
●武内

●須藤

●布目 ●佐々木 ●佐々木佐々木 ●生杉 生杉

●小林 呂
（予約外来）

（予約のみ）

●須藤 岡本一章●岡本一章呂 

小林

（予防接種）
岡本一章
（予防接種）

●山村

甲嶋

●園田
森本

井田

●渡辺
●小島

常岡

●上田●上田
園田

井田

我山
●廣田
竹田

村（1・3・5週）

竹内

森本

●我山

武内

●森本
園田

●竹田

岡本紳也2・3・4週

福浦

上田

白

小児科

令和元年 8月からの外 来 診 療 担 当 表

内科
・

循環器内科

整形外科

外科

糖尿病外来
泌尿器外来

脳外科

●…初診外来　（※1）診察室は小児科3診　　（※2）診察室は外科3診　　（※3）診察室は救急小児科　　（※4）診察室は脳外科1診　　（※5）診察室は脳外科2診　
   　（※6）診察室は整形外科3診。8月1・5週、9月1・3週のみ内科5診　　（※7）9月は1・3週　　（※8）9月は2・4週

呼吸器内科

堀田

●呂

●今井

●園田

●福浦 ●甲嶋

月曜日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

●藤井 
加藤

山村

眼科

（※2）

（※3）

杉野（※1）

第3診
発達支援外来

第1診

第1診

第2診

須藤
（予約外来）

須藤
（予約外来・健診）

●岡本一章

専門外来

腎臓内科
神経内科

専門外来

専門外来

常岡

中村

小林（※3） 小林（※3）
（2・4週のみ）

●田中 ●田中 ●白

●加藤

近藤

中村

第1診

第2診
乳腺外科

竹田
笹本

●笹本 ●真辺

廣田（※6）

我山3・5週

（※1）我山1・2・4週

新堂1・2・4週高橋1・3・5週

●福浦

藤井
ペースメーカー外来

1・3週
ペースメーカー外来

1・3週

渡辺

皮膚科 水谷

●呂

佐々木

篠原（※4）

●井田
井田

●今井

小林（※3）

●篠原

●野村

●野村 今井
（予約外来）

ペースメーカー外来
1・3週

●佐々木 佐々木

田口
（※4）

（1・3・5週）
西井（2・4週）

在宅支援看護外来 （※5）

●真辺2・4週
岡本 紳也4週（※7）

近藤2・4週 （※8）

近藤

● 

こ
の
外
来
診
療
担
当
表
は
8
月
1
日
時
点
の
情
報
で
す
。
場
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保険証・受給者証などは、月に１度窓口で確認させていた
だきます。また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

受 付 時 間
  ＜予約のない人＞　受付時間   午前8時30分～11時30分
　　○内科、循環器内科、内科系専門外来は、医師の紹介状をご持参ください。
　　○各専門外来は、事前予約を必要とする完全予約制です。
　　○小児科のみ木曜日午後1時30分～4時も受付しています。
  ＜予約のある人＞　午前8時から予約終了時刻まで

http://nabari-city-hospital.jp/

検 索名張市立病院パソコンからは…

保 険 証 な ど は

名張市立病院で勤務する
「臨時管理栄養士」を募集します
業務内容　栄養指導、
　入院患者栄養管理、
　配膳確認、献立表作成
時給　1,470円
採用予定人数　1人
勤務時間　7.5時間／日×週5日間
　（月8時間程度の残業あり）
勤務開始日　令和2年1月6日月
必要な免許・資格　管理栄養士
応募　履歴書に、管理栄養士の資格証の写しを
添えて直接または郵送（〒518‐0481 百合
が丘西1‐178）で問い合わせ先へ

※応募後、面接日時などをご連絡します。

 市立病院事務局 総務企画室　  61‐1100
加
か と う

藤 いづみ
がん性疼痛看護 認定看護師

がん患者さんやご家族のつらさを和らげ、
穏やかな気持ちで過ごせるように支援します
　日本では2人に1人が「がん」になるといわれており、
その大半が強い痛みを経験します。これまで働いてき
た中で、「痛みだけは取ってほしい」という患者さん
からの切実な声を数多く聞いてきました。
　身体と心のつらさを和らげ、穏やかな気持ちで生活で
きるよう支援したいと思い、がん性疼痛看護認定看護師
の資格を取得しました。患者さんそれぞれの痛みに合わ
せた薬剤の使用やケアを行うほか、気持ちの整理や困り
ごとを解決する糸口を見つけるお手伝いをしています。
　今後はがん医療に関わる多職種と連携し、患者さん
が望む場所で生活ができるような体制づくりに関わっ
ていきたいです。

市立病
院ナビ

市立病
院ナビ 当院の認定看護師を紹介します

「がん性疼痛看護」について

※認定看護師とは、特定の看護分野において熟練した看護技術と知識を有すると認められた看護師のことです。


